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VOL．55                平成 24 年 2 月 

佐倉そめい野緑地ニュース 
発行人 佐倉染井野緑地協定運営委員会 

 
 

今年度最終（第４回目）の緑地ニュースをお届けします。今回掲載した内容は次のとおりです。 

１ 平成２４年度緑地年会費ご納入についてのお願い（会計班） 

２ 植栽管理のワンポイント 

３ 植替え申請状況（2012.1.7 時点）のお知らせ 

(1) 植栽変更申請 

(2) 補助金申請 

４ 今年度の緑地ニュース最終発行に当たって（広報班） 

１ 平成 24 年度緑地年会費ご納入についてのお願い（会計班） 

・口座引き落としを利用されている会員 
  年会費の口座引き落とし日は 3 月 5 日（月）となっております。 
  口座残高をご確認いただきますようお願いいたします。再度の口座引き落としはおこないま

せんので、残高不足でお引き落としができない場合はインフォメーションプラザまでご持参

にてご納入お願いいたします。 
 ・口座引き落としを利用されてない会員 

  3 月 20 日（火）までにインフォメーションプラザ（１０時～１７時、水曜定休）までご持参

ください。年会費ご納入時にお名前ご住所を必ずお申し出ください。 
  インフォメーションプラザではつり銭を用意しておりませんのでつり銭のないようにお願い

します。 

 ※口座引き落としを利用されていない会員の方は次年度以降口座引き落としをしていただきた

く、インフォメーションプラザに「預金口座振替依頼書」をご用意しておりますので、年会

費ご納入時にお申し出いただき、ご記入の上ブロック役員までご提出ください。 

２ 植栽管理のワンポイント －支柱－ 

樹木を植えたときには、転倒防止のために支柱を設置しますが、通常３～５年で根を張り安定しますと

役割は終わります。そのままにしておきますと支柱が幹に食い込んだりする場合もあります。 

面倒でも撤去するほうが生育上は良いようです。また、生垣を横に編んでいる竹も役割は同様ですが

年数が経つと割れたり、折れたりします。美観上も撤去するのが望ましいようです。ただ、場所にもよります

が、防犯上横に竹が通っているほうが良い場合は別です。 
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３ 植替え申請状況のお知らせ（2012.1.7 時点） 

(1) 植栽変更申請 

申請件数 9 件（シンボルツリー：4 件  生垣：5 件） 
＜シンボルツリー＞ 
ナツツバキ   → エゴノキ 
コブシ    → ハナミズキ 
リョウブ   → 柿 
シラカシ   → ハナミズキ（未確定） 

＜生垣＞ 
ヒラドツツジ → キンメツゲ 
ヒラドツツジ → ヒイラギモクセイ 
レッドロビン → ラカンマキ 
レッドロビン → キャラ 
イチイ    → サザンカ 

(2) 補助金申請 
申請件数 12 件（シンボルツリー：2 件  生垣：9 件 セットバック部：1 件） 

<支払い状況> 
 件数 支払い合計 

生垣 4 192,000 円 

セットバック部 1 9,796 円 

合計 5 201,796 円 

４ 今年度の緑地ニュース最終発行に当たって（広報班） 

今回の佐倉そめい野緑地ニュース Vol.55 が今年度の最後の発行となります。 

広報班として一年間、他の役員の方々のご協力をいただき無事役目を終えられること、そして貴重な経

験をさせていただいたこと、誠にありがとうございました。 

今年度の｢緑地ニュース｣最後の発行のなかで林農社さんにご協力を頂き「植栽管理のワンポイント」

という新たな企画に挑戦しました。来年度以降の役員の皆様におかれましても会員に役立つ情報提供の

参考になればと思います。 

緑化活動の裏方としての役員の重要性を実感するとともに、この活動を通して染井野地区の緑の環境

はもとより、地域全体の環境の維持・向上に役立っていること、また植物が生きているのと同様、地域もそ

の住民の努力で素晴らしい環境になるのだということをあらためて実感しました。 

引き続き皆様のご協力とご理解を頂き、緑とともに発展する染井野であり続けることを願っております。 

 
以上 


